
日立財団理事長の石塚です。

本日は、休日に本フォーラムをご視聴いただき大変ありがとうございます。

外国につながりのある高校生が活躍できる社会を作っていくための支援を
考える時間を皆さまと持ちたいと考えています。

日立財団の多文化共生社会の構築に貢献する事業の一環として、昨年に
続き、このテーマを取り上げることにいたしました。
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外国につながりのある高校生の実際の様子を理解するためのデータは、限
られます。

高校進学率の正式なデータはありませんが、30～60％の水準であると推定
しています。

日本全国の高校進学率が98％を上回るのに対して、外国につながりのある
生徒の高校進学率は、非常に低い水準です。

さらに、文部科学省の平成30年の全国調査結果では、10％という高い中退
率や就職や進学の壁を示す数値が並んでいます。

１０％という単年度の中退率は、入学者を100人すると、毎年10人ずつ中退し、
卒業時には累計30人が中退しているという数値です。
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少子化が進む中で外国人登録者数は10年間で34％増加、約300万人に達
し、外国人と家族の定住化が進んでいます。

日本語指導が必要な「外国につながりのある児童生徒」は5.1万人。10年間
で1.5倍に増加しています。

社会で活躍する力をつけたい高校生世代約1.2万人の課題は深刻で急務で
す。

小中学校と比べ、通学範囲が広いことや高校が都道府県の管掌、小中学校
が区市町村の責任であるなどの行政の役割区分や管掌のことなど

乗り越えなければならないことが多くあります。
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こうした中、文部科学省は、2023年度から、高等学校での日本語指導を単
位として認定する新しい制度を導入し、支援を充実する仕組みを整えようと
しています。

これには、学校の役割とともに、市民の力、社会の力の活用が必要であると
思います。

社会や市民、企業の取り組みが、求められる中、外国につながりのある若者
の支援に力を注がれている住友商事社長の兵頭様より、最初にご講演いた
だききます。
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もう少し全体観のお話をさせていただきます。

小中学校と高校の世代の外国人数と就学者数は、この図のように、高校生
世代では、とても低い数字になっているのが現状です。

37％です。

こうした状況の改革が求められていると思います。
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この図は、外国籍の高校在籍者数などを整理したものです。

オレンジ色が高校在籍者数、青色が日本語指導が必要な生徒数です。

今日は、高校在籍者数の割合が高く、公立高校への進学とその支援を精力
的に進められている神奈川県と大阪府での取り組みの歴史や様子を二人の
講師にお話いただきます。
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出入国在留管理庁から開示いただいたデータをもとに、対象者の在留資格
や国籍、人数などの様子を頭に入れておきたいと思います。

この図は、全国の年齢別外国人登録者数が青色、その内数としての家族滞
在資格者数がオレンジ色です。

幼児と児童の人数は、高校生世代よりも多く、就労資格の制約つまり就労時
間や就職への障壁、さらに奨学金受給がないなどの制約を持つ家族滞在資
格者数は、若年層では数倍になっていることが分かります。

これから高校生世代の人数は急増してきます。
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家族滞在資格者は、全国平均では、高校生世代で約15～18％で、年々割
合が増加しています。

労働時間の制約、日本学生支援機構の奨学金を受けられないなど、多くの
ハンデキャップがあります。

ご本人自身には、継続的な在留の資格はありません。

高校を卒業すると、自らの在留資格を変更し就職することも可能になるなど、
高校卒業は、とても大きな意味を持ちます。
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家族滞在資格者は、特に東京を中心とする首都圏で多いのが特徴ですの
で、「全国での支援」と「東京および周辺」などの手だてをそれぞれ良く考え
ていく必要があると思います。
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出入国在留管理庁から都道府県別、年齢別、国籍別の統計数値が、今年
から開示されることになりましたので、地域ごとにご欄いただけます。
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例えば、神奈川県の様子は、この図です。

年代ごとの外国籍人数は、低年齢層で高校生世代よりもさらに多いこと。

そして、家族滞在者数は、低年齢層では50％を超えるなどの特長があります。

国籍は、中国、ベトナム、ネパールはじアジアの東側の出身者に人数と割合
が大きいことが分かります。
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東京では、対象者の人数はさらに多く、低年齢層に多くの対象者がいること
も特徴です。

以上にような対象者の人数や今後のさらなる増加傾向をご理解いただき、こ
れからの講演を聞いていただきますようお願いします。

今後の支援を考える機会としていただけると大変ありがたく思います。

宜しくお願い申し上げます。

説明に使いました資料や関連資料は、日立財団のHPに掲載していますの
で、ご覧いただけるとありがたいです。

以上で、開催にあたってのご挨拶をおわります。

ありがとうございました。
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